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静
岡
県
で
７
月
、
川
岸
に

設
置
さ
れ
た
有
害
鳥
獣
対
策

用
の
電
気
柵
が
原
因
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
今

回
の
事
故
で
は
、
自
作
の
電

気
柵
が
使
用
さ
れ
、
感
電
防

止
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
販
の
電
気
柵
用
の
電

源
装
置
を
正
し
く
使
用
す
る

こ
と
で
、
安
全
で
効
果
的
な

電
気
が
流
れ
ま
す
。
電
気
柵

は
、
下
図
の
よ
う
に
正
し
く

設
置
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
点
検
・
管
理
を
実
施

参考資料「経済産業省パンフレット」

し
、
安
全
な
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
】

　
本
市
で
も
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
の
た

め
、
多
く
の
田
畑
に
電
気
柵

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

全
確
保
の
た
め
、
田
畑
に
設

置
さ
れ
て
い
る
電
気
柵
に
は

触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
に
も
注
意
喚

起
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
振
興
課

☎
（
36
）
０
０
４
１

引き込まれる話し方で
人権について語ってくれました

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の

①
～
③
が
、
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村

で
飼
い
犬
の
登
録
を
し
、

犬
の
鑑
札
の
交
付
を
受
け

る
②
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
る

③
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を

飼
い
犬
に
装
着
す
る

　
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た

と
き
、
鑑
札
や
注
射
済
票
を

着
け
て
い
な
い
と
、
飼
い
主

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
万
が
一
、
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
で
保
護
さ
れ
て

も
、
飼
い
主
が
分
か
ら
ず
一

定
期
間
を
経
過
す
る
と
、
殺

処
分
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
大
切
な
犬
を
守

る
た
め
に
も
、
鑑
札
と
注
射

済
票
は
き
ち
ん
と
着
け
ま

し
ょ
う
。

●
飼
い
主
が
飼
い
犬
の
ふ
ん

を
片
付
け
な
い
の
は
、
マ

ナ
ー
違
反
だ
け
で
な
く
、

県
条
例
違
反
に
当
た
り
ま

す
。
責
任
を
持
っ
て
き
ち

ん
と
ふ
ん
の
片
付
け
を
し

ま
し
ょ
う

●
リ
ー
ド
は
、
他
人
へ
の

危
害
を
防
ぐ
だ
け
で
な

く
、
犬
の
命
を
守
る
た
め

に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
散
歩
に
連
れ
出
す

と
き
は
、
手
か
ら
リ
ー
ド

が
離
れ
な
い
よ
う
に
固
定

感電注意

電波発生による障害の防止
「電気柵」から発生する電波が、テレ
ビやラジオなどの無線設備に、継続
的に重大な障害を生じさせないよ
う、設置する必要があります。

漏電遮断器の設置 危険表示
「電気柵」を、公道沿いなどの人が容易に立
ち入る場所に設置する場合で、30ボルト以
上の電源（家庭のコンセントなど）から電気
を供給するときは、危険防止のために漏電遮
断器を設置する必要があります。

▽田畑や牧場などで、高圧の電流による電気刺激で、野獣
の侵入や家畜の脱出を防止する「柵」のことです

▽「電気柵」は、人に対する危険防止のために、電気事業法
で施設方法が定められています

人が見やすいように、
適当な位置や間隔で
危険表示をする必要
があります。

「電気柵」施設上の注意

電 源 「電気柵」用
パルス発生装置

バッテリー

家庭のコンセント

ソーラーパネル
タイプを含む

「電気柵」とは?

接地
もしくは

　同和問題啓発強調月間の取り組みの一つとして７月17日、
宗像ユリックス・ハーモニーホールで人権講演会を開催しま
した。
　当日、320人の参観者は、落語家の露の新治さんから人権・
命の大切さを深く学ぶことができました。
　露のさんの「人権のシンボルは笑顔で、人権の原点は命です。
命を大切に。そして、何事も笑顔で人生を乗り切ろう。差別
は不当な分けへだてです。人と自分を比べすぎないように！
優越感のつっかえ棒で下を見る生活から脱却しましょう。ま
た、頑張るとは、願生ること。人の値打ちは願生（がんば）る。
願われて生まれた命を大切に！」という話に、参観者は笑顔
の大切さを学んでいました。

▽笑えるということは、本当に幸せなことだと思いま
した。毎日慌ただしく日々が過ぎていきますが、少
しでも楽しく生きたいと思いました

　（40歳代・女性）

▽笑いという字の中にも笑顔があり、字の成り立ちか
らも笑いがある。人権というものを大切にし、笑え
る世界にしていきたいと思います（20歳代・男性）

▽落語で人権を語られるのは初めてでした。分かりや
すく、現代にマッチしていて良かったです。意識せ
ずに差別しているということに気づきました

　（70歳代・女性）

参加者の声

■問い合わせ先
　人権対策課　☎（36）1270

笑顔で
人生を乗り切ろう

落語家 露の新治さん

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

正
し
い
飼
い
方
を
し
ま
し
ょ
う

愛
犬
は
責
任
を

持
っ
て 

大
切
に

必ず着けましょう

鳥
獣
被
害
対
策
用
の

電
気
柵
の
適
切
な

　
　
安
全
管
理
を

●
募
集
案
内
書
配
布
・
申
込

期
間
　
10
月
１
日
（
木
）

～
同
９
日
（
金
）

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所
　

市
建
築
課
（
本
館
２
階
）、

市
元
気
な
島
づ
く
り
課

（
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
）、

県
営
住
宅
供
給
公
社
、
県

庁
（
総
合
案
内
所
、
県
民

情
報
セ
ン
タ
ー
、
県
営
住

宅
課
）、
県
内
各
市
（
区
）

県
営
住
宅入

居
者
募
集

役
所
と
町
村
役
場
な
ど

＊
募
集
対
象
団
地
と
募
集
戸

数
な
ど
、
詳
細
は
募
集
案

内
書
で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
管
理
課

　
☎
０
９
２
（
７
８
１
）

　
８
０
２
９

▽
県
庁
県
営
住
宅
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）

　
３
７
３
９

国
・
県
な
ど
か
ら

し
、
周
囲
の
危
険
か
ら
愛

犬
を
し
っ
か
り
守
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う

●
迷
子
に
さ
せ
な
い
た
め

に
、
つ
な
い
だ
鎖
に
傷
み

が
な
い
か
、
定
期
的
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
犬
が
出

て
い
か
な
い
よ
う
に
、
門

を
開
け
っ
放
し
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
課☎

（
36
）
１
４
２
１

市 人 権 講 演 会


